
令和4年度策定　慶徳校区社協行動計画書 慶徳校区社会福祉協議会

基本理
念

基本目
標

分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり）
校区社協としての取組

（継続含む）

高齢者の孤立防止
や社会参加、健康
や体力維持に関す
ること

・人との接触を好まない高齢者への声かけがむずかしい

・地域行事の世話人の減少

・高齢者の外出機会が減少し体力維持がむずかしい

・高齢者が歩いて行ける範囲に集える場所が少ない

・地域住民の現状・地域活動の把握

・地域支え合い型支援の発掘に向けた協議

・元気くらぶや高齢者サロン等への参加促進に向けた取り組み

高齢者の生活課題
・危険な運転をしている高齢者を見かける

・生活意欲が向上するような趣味や楽しみを持たない高齢者が多い

・高齢者の危険運転について啓発活動

・相談窓口の周知

認知症高齢者に関
すること

・個人情報の問題があり認知症高齢者に関する情報把握が難しい

・認知症サポーター養成講座

・認知症高齢者に対する支援事業（SOSネットワーク事業やささえりあ圏域の活
動等）の啓発

・県警との連携支援（認知症の疑いのある高齢者等連絡票の活用）

・高齢福祉課とのキャラバンメイト活動支援

・障がい者サポーター研修の実施

・障がい児・者の相談窓口として障がい者相談支援センターちゅうおうの周知

・「ハートフルサポート育成研修制度」の活用

災害時における避
難に関すること

・在宅避難をする場合に情報や支援物資が届くか不安である ・避難所開設の情報提供や在宅避難時の支援物資に関係する機関や団体との連携
がとれる体制の構築

み
ん
な
が
安
心
し
て
 
住
め
る

ま
ち
づ
く
り 暮

ら
し
全
般

環境及び地域団体
に関すること

・ゴミがカラス等に荒らされ、不衛生である

・空き家・空き地の有効活用が出来ないか

・地域の団体についての活動内容が分からない

・マンションの住民が増え、地域の交流に難しさを感じる

・地域行事へ参加しやすいきっかけづくり
・各地域活動の継続

・周知方法・開催方法の工夫

災
害
・
防
災

・防災における関係団体・関係機関との
連携強化

・防災活動の啓発促進災害時の体制づく
り

・家庭内の備蓄食糧の確保ができていない

・避難訓練が出来ていないため大規模災害時に不安がある

・隣近所同士の助け合いが重要だと思うが何をしていいかわからない

・要配慮者がどこにいるか把握出来ていない

・マイタイムライン（災害発生時の個別タイムスケジュール）の作成を啓発

・校区防災連絡会や避難所運営委員会または自主防災クラブへ参画していくよう
な雰囲気づくり

・日常から近隣同士とのコミュニケーションと情報共有がとれるような顔の見え
る関係づくり

・災害時要援護者支援制度の啓発推進

・子育てサロンの活動継続

・保健子ども課との連携

住
み
よ
い
ま
ち
な
か
慶
徳
校
区

高
齢
者
に
つ
い
て

・ささえりあ熊本中央との連携

・ふれあいサロンの開催方法の検討

・歳末助け合い運動等見守り活動の継続

・100歳体操

・元気くらぶ

障
が
い
児
・

者
に
つ
い
て

障がい児・者の情
報把握

・障がい児・者に対する知識が乏しく障がい児・者への接し方が分からな
い

・個人情報の問題があり、障がい児・者に関する情報把握がむずかしい

・障がい者相談支援センターちゅうおう
との連携
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子
ど
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・
子
育
て

子育て家庭への支
援

・虐待・ひきこもり・いじめ・不登校など外部から見つけることは難しい

・個人情報の問題があり子育て家庭に関する情報把握が難しい

・子どもの遊び場がない(もしくは少ない)

・子育て世帯が集える場所・交流できる場所づくり

災
害
の
備
え
と
助
け
合
う
心


